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平
成
十
五
年
か
ら
の
五
年
間
で
、

全
国
の
消
防
職
員
が
消
火
活
動
中

に
殉
職
や
負
傷
す
る
事
故
が
相
次

い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。 

津
市
消
防
本
部
で
は
、
二
月
四

日(

消
防
本
部)
と
五
日(

中
消
防

署)

の
二
日
間
、
三
重
県
消
防
学
校

(

大
垣
内
福
己
学
校
長)
か
ら
佐
藤

昭
人
教
官(

津
市
消
防
本
部
派

遣
・
平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜
同

二
十
年
三
月
三
十
一
日)

を
招
い

て
木
造
の
建
物
火
災
な
ど
に
お
け

る
荷
重
崩
落
危
険
等
、
現
場
活
動

に
お
け
る
安
全
管
理
研
修
が
行
わ

れ
、
両
日
で
八
十
五
名
の
消
防
職

員
が
受
講
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

佐
藤
教
官
は
、名
古
屋
市
消
防
局 

の
本
部
指
揮
隊
研
修
で
の
内
容
の 
 
 
 

 

中
か
ら
、平
成
十
八
年
六
月
十
一
日 

に
名
古
屋
市
中
村
区
で
発
生
し
た

木
造
二
階
建
て
の
建
物
火
災
で
、消 

火
活
動
中
に
二
階
の
床
部
分
が
崩

落
し
て
、一
階
で
活
動
し
て
い
た
消 

防
隊
員
一
名
が
殉
職
、
三
名
が
負

傷
し
た
事
案
を
挙
げ
て
熱
心
に
講

義
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
木
造
建
物
で
の
消
防
活
動

で
は
、二
階
部
分
の
屋
根
瓦
の
葺
き 

工
法(

土
葺
き
な
ど)

や
収
容
物
の 

量
、
ま
た
、
床
部
分
の
畳
の
枚
数

な
ど
、
消
火
の
際
の
含
水
が
屋
根 

や
畳
な
ど
の
重
量
を
よ
り
増
加
さ
せ
、

例
え
ば
、
日
本
畳
一
畳(

30
㎏)

で
含
水

す
る
と
100
㎏
と
な
る
こ
と
な
ど
を
詳

し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

                        

ま
た
、 

 
 

同
市
消 

 
 

防
局
で 

は
、「
木 

造
建
築 

物
荷
重 

崩
落
危 

険
度
判 

定
フ
ロ 

ー
チ
ャ 

ー
ト
」 

を
作
成 

し
、
危
険
度
に
よ
り
警
戒
区
域
を
設
定

し
て
消
防
活
動
の
制
限
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
消
防
隊
等
の
現
場
到
着

後
、
人
命
危
険
や
延
焼
危
険
の
排
除
後

は
、
隊
員
の
安
全
対
策
を
優
先
し
た
活

動
を
行
う
よ
う
、
延
焼
阻
止
報
告
以
降

の｢

火
災
鎮
圧
活
動｣

と
し
て
活
動
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

最
後
に
、
佐
藤
教
官
は
「
こ
の
殉
職

し
た
若
き
消
防
士
の
死
を
無
に
し
な
い

た
め
に
も
、
消
防
活
動
で
の
事
故
を
絶

対
に
起
こ
さ
な
い
。
と
い
う
強
い
心
構

え
を
常
に
も
っ
て
活
動
し
て
下
さ
い
。」

と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。 

総
務
省
消
防
庁
で
も
、
消
防
職
員
の

殉
職
事
案
を
食
い
止
め
る
た
め
、
災
害

現
場
に
お
け
る
指
揮
責
任
者
が
高
度
な

情
報
収
集
・
判
断
の
も
と
、
組
織
的
で

厳
格
な
指
揮
体
制
を
構
築
し
て
、
各
消

防
隊
員
の
安
全
管
理
の
確
保
や
円
滑
・

効
果
的
な
警
防
活
動
が
遂
行
で
き
る
よ

う
、
平
成
十
七
年
に
消
防
力
の
整
備
指

針
で
、｢

指
揮
隊
の
配
置
の
基
準｣

が
示

さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
消
防
本
部
で
も
、
平
成
十
九
年
四

月
に
管
内
の
４
消
防
署(

中
消
防
署
・
北

消
防
署
・
久
居
消
防
署
・
白
山
消
防
署)

に
指
揮
隊
が
設
置
さ
れ
、
消
防
活
動
中

の
隊
員
の
安
全
管
理
や
各
種
情
報
収
集
、

ま
た
、
現
場
管
理
や
市
民
へ
の
広
報
対

応
な
ど
を
併
せ
て
行
い
、
災
害
現
場
を

統
括
し
て
、
早
期
の
災
害
の
終
息
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。 

 
 

    
   

津
市
中
消
防
署
で
、
二
月
六
日
に
消

防
団
多
機
能
型
消
防
車
の
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
交
付
式
で
は
、
谷
口
繁

喜
三
重
県
消
防
協
会
長
か
ら
原
田
日
出 

 
 
 
 
 
 

夫
津
市
津

消
防
団
筆

頭
副
団
長

に
交
付
状

と
車
両
キ

ー
の
レ
プ

リ
カ
が
手

渡
さ
れ
ま 

 

し
た
。 

 

こ
れ
は
、㈶

日
本
宝
く
じ
協
会
の
協

力
に
よ
り
、
全
国
の
消
防
団
活
動
を
支

援
す
る㈶

日
本
消
防
協
会(

片
山
虎
之

助
会
長)

が
、
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
救
助
活
動
に

必
要
な
資
器
材
が
十
分
に
装
備
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
消
防
団
が
、
円
滑
に
活
動 

で
き
な
か
っ
た
教
訓
か
ら
、
従
来
の
消

火
活
動
に
必
要
な
装
備
に
加
え
、
救
助

活
動
な
ど
に
必
要
な
資
器
材
を
装
備
し

た
消
防
車(

消
防
団
多
機
能
型
消
防
車) 

を
平
成
十
九
年
度
と
二
十
年
度
の
二
ヵ

年
で
全
国
各
都
道
府
県
に
一
台
ず
つ
交

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
対
す
る 

初
動
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
事
業
が 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
重
県
に
お
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

は
津
市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

津
消
防 

                     

団
に
交 

                     

付
さ
れ 

                     

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

交
付 

                       

状
を
受 

け
取
っ 

                       

た
原
田 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

筆
頭
副 

                       

団
長
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｢

市
民
の 

安
全
・
安
心
を
よ
り
一
層
任
さ
れ
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。」と
今
後
の

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
最
終

に
は
、
消
防
団
員
に
よ
る
資
機
材
を
使

用
し
た
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

現現場場活活動動ににおおけけるる安安全全管管理理研研修修をを開開催催     
   

木木木
造造造
建建建
物物物
火火火
災災災
ででで
ののの   

荷荷荷
重重重
崩崩崩
落落落
危危危
険険険
ににに
つつつ
いいい
ててて 

 

多多多
機機機
能能能
型型型
消消消
防防防
車車車   

ががが
交交交
付付付
さささ
れれれ
ままま
ししし
たたた   

津
市
津
消
防
団 

現現場場活活動動のの安安全全管管理理ににつついいてて熱熱くく

語語るる佐佐藤藤教教官官((22//44  消消防防本本部部ににてて))  

谷谷口口会会長長かかららキキーーののレレププリリカカをを受受  

けけ取取るる津津消消防防団団原原田田筆筆頭頭副副団団長長  

消消防防団団多多機機能能型型消消防防車車  

 


